
まえがき＝昨今の建設コスト縮減要求に対応して，道路
橋においてプレストレストコンクリート（PC）床版を用
いた鋼・コンクリート合成 2主桁橋が多く建設されてい
る。橋梁の断面設計時に床版剛性を考慮する必要のある
合成桁橋においては，コンクリート床版と鋼桁との結合
部は最も重要な構造要素の一つであるが，通常検討され
る結合部の橋軸方向の挙動に加え，床版の長支間化に伴
い橋軸直角方向の挙動にも注意を払う必要があることが
最近になって認識されてきた。スタッド配置の違いが結
合部応力に影響することは指摘されているが 1），結合部
での詳細な力の伝達機構は十分明らかにされたとは言え
ない。主桁のねじれが拘束される横桁位置において，模
型試験の床版打設初期に床版にクラックが生じ，実橋の
スタッド配置に配慮を加えた事例も報告されており2），
床版の耐久性，ずれ止めや鋼桁の疲労の面から，橋軸直
角方向の挙動を明らかにし，堰 瑁盧例え求められぇ
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　まず図 1で橋軸直角方向の変形挙動を説明する。主桁









位置に対して求める。 
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